
令和５年度 入学式式辞概要 

〇入学を許可しました３２０名の皆さん、入学おめでとうございます。 

晴れてここ尼崎市立尼崎高等学校に入学されたこと、教職員を代表し心よりお祝いいたします。 

〇本校は、大正２年（１９１３年）尼崎町立実科高等女学校として創設され、昭和２３年（１９４

８年）に現在の校名となり、尼崎市内で最も長い伝統と歴史を誇る高等学校です。新入生の皆さ

んは、この市尼の伝統を継承し、さらに発展させていくため、本校の自省の言葉（校訓）にある

「正しく、強く、美しく」を常に意識して、充実した高校生活を送ってほしいと思います。 

〇国では、高校生の学習意欲を高め、可能性や能力を伸ばすために高校の特色化や魅力化に対する

取り組みを進めています。その１つとしてスクールミッション、スクールポリシーというものを

策定すること求めました。スクールミッションは各高校の設置者、すなわち本校であれば尼崎市、

スクールポリシーは各学校に策定を求めました。 

〇スクールミッションは育成すべき人物像、目指すべき学校像を表わしたもので、尼崎市は、市立

高校３校に対する共通のスクールミッションをＡｇｅｎｃｙとしました。このＡｇｅｎｃｙとい

う言葉はコロナ禍のように予測困難な変化や課題に直面した際に「自ら考え、主体的に行動して、

責任をもって社会を変えていく能力や姿勢」のことです。本校に対してのスクールミッションは

「次世代を担うリーダーを育成する学校」としました。 

〇これを受けて本校では「スクールポリシー」すなわちこのような生徒を育てますという方針を 

教職員、生徒、保護者、学校運営協議会の意見を集約して策定しました。学校運営協議会制度と

はコミュニテイースクールと言われ、学校と地域住民等が一体となって学校の運営に取り組むこ

とが可能となる制度で本校は昨年度、コミュニテイースクールを導入しました。 

〇本校のスクールポリシーのモットーは「文武両道」です。この３月に卒業していった生徒数十名

と面談する機会があり、この「文武両道」が入学前に本校を選ぶ決め手となったことや実際に入

学してからも学校の中に文武両道の意識を高く持った生徒が多く、やはり市尼に来て良かったと



述べる生徒が多数いました。        

〇勉学と部活動やボランティア活動などの活動を両立をさせるという文武両道は口で言うほど簡

単なものではありません。しかし、本人の取り組み方や心の持ちようにより実現できるもので

もあります。文武両道という目標を達成しやすくするための条件を今から３つほど話します。

３つ全部を実行することは難しくても１つでもしっかりと心に留めながらこれからの高校生活

を過ごせば文武両道の実現に近づくと思います。 

〇１つ目は「好奇心」です。こういうものだと決めつけずに、何事にも好奇心を持ち、様々なこと

に挑戦するなど、たえず新しい学びの機会を探し続けることです。教科の学習でも部活動やボラ

ンティア活動でも今の現状に満足せず、絶えず新しい学びを求め、実践していくことです。 

〇２つ目は「持続性」です。失敗に屈することなく努力し続ける事。一生懸命、取り組んでいても

うまくいかなかったり、失敗することも多くあると思います。そんなとき失敗を逆に学びとして

前向きに捉え、さらに努力を粘り強く続けていくことです。 

〇３つ目は「楽観性」です。なんとかなる、大丈夫、必ず実現できると前向きに、ポジテイブに考

えることです。こうなりたい、自分にもできると強く思うこと、信じることで必ず実現へと近づ

いていきます。 

「好奇心」「持続性」「楽観性」の３つを紹介しました。３つとも実行できれば素晴らしいと思い

ますが、このうちの例え１つでも心に留めておいて実行し、文武両道をぜひ実現させてください。 

〇また、本校のスクールポリシーには「他者に対する敬意と思いやりの心を持ち」というのがあり

ます。高校の３年間は皆さん一人ひとりの人格を作っていくのに大きな影響を与える大切な時期

であることを皆さん自身がまずしっかりと自覚してください。友だち同士や地域の方々との関係

を大切にし、まず自分から思いやりの心を持ち、その気持ちを具体的な言葉や行動に置き換えて

実践していってください。「こころづかい」「思いやり」を目に見えるカタチにすることです。 

〇些細なことであっても相手の事を思いそれをカタチにする。１つの思いやりに満ちた言動や行 



動は、次の思いやりのある言動や行動につながり、その輪は確実に広がっていきます。出会った

人に感謝し、思いやりを持って接する、その実践の積み重ねが安心して生活できる環境や関係性

を作り、お互いの学びや居場所を保証することにもなりますし、将来自分がどういう道に進みた

いかというしっかりとした進路選択にもつながります。 

〇これから起こるであろう問題や課題はなかなか一人では解決しにくいものもあります。そのよう

なときに互いに支えあい、本当の気持ちをお互いに出すことができ、解決のための補助線を引き

あえる人間関係を築きながら、一生の友をこの市尼でぜひ作ってほしいと思います。 

〇保護者の皆様、お子様のご入学、誠におめでとうございます。お子様にとっては本校でのこれか

らの３年間は、自分の人生の在り方を模索し、自分の将来の道筋を決める大切な時期となります。 

私ども教職員一同は、お子様にとって必要な資質や能力を伸ばし、一人ひとりが思い描く進路 

実現のため全力で指導・支援させていただきます。どうか、本校との連携を密にしていただくと

ともに、本校の教育に対しましてご理解とご協力賜りますよう切にお願い申し上げます。 


